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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 19日 (2006.5.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 設 機 械 の フ ロ ン ト 部 分 を 構 成 す る た め 、 複 数 の 板 材 を 互 い に 接 合 す る こ と に よ り 長 手
方 向 に 延 び 横 断 面 が 四 角 形 状 を な す 角 筒 体 と し て 形 成 さ れ る 建 設 機 械 用 作 業 腕 に お い て 、
　 前 記 角 筒 体 を 形 成 す る 板 材 の う ち 少 な く と も 一 部 の 板 材 は 、

圧 延 方 向 の 途 中 段 差 部 こ の 段 差 部 の 前 ， 後 で 板 厚 が 異 な る 段 付
き 圧 延 鋼 板 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 建 設 機 械 用 作 業 腕 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 段 付 き 圧 延 鋼 板 は 、 前 記 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 一 側 に 厚 板 部 を
配 置 し の 段 差 部 の 位 置 か ら 他 側 に 向 け て 薄 板 部 を 配 置 し て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 設
機 械 用 作 業 腕 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 段 付 き 圧 延 鋼 板 は 、 前 記 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 両 側 に 厚 板 部 を 配 置 し 長 手 方 向 の 中 間
部 位 に 薄 板 部 を 配 置 し て な
る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 設 機 械 用 作 業 腕 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 角 筒 体 は 、 こ れ を 形 成 す る 複 数 の 板 材 の う ち 一 部 の 板 材 に 前 記 段 付 き 圧 延 鋼 板 を 用
い 、 残 余 の 板 材 に 厚 板 材 と 薄 板 材 と を 溶 接 に よ り 接 合 し て な る 差 厚 材 を 用 い て な る 請 求 項
１ ， ２ ま た は ３ に 記 載 の 建 設 機 械 用 作 業 腕 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 角 筒 体 は 、 こ れ を 形 成 す る 複 数 の 板 材 に 全 て 前 記 段 付 き 圧 延 鋼 板 を 用 い て な る 請 求
項 １ ， ２ ま た は ３ に 記 載 の 建 設 機 械 用 作 業 腕 。
【 請 求 項 ６ 】
　 建 設 機 械 の フ ロ ン ト 部 分 を 構 成 す る た め 、 複 数 の 板 材 を 互 い に 接 合 す る こ と に よ り 長 手
方 向 に 延 び 横 断 面 が 四 角 形 状 を な す 角 筒 体 と し て 形 成 さ れ る 建 設 機 械 用 作 業 腕 に お い て 、
　 前 記 角 筒 体 を 形 成 す る 板 材 の う ち 少 な く と も 一 部 の 板 材 は 、

圧 延 方 向 に 連 続 的 に 板 厚 が 変 化 す る 傾 斜 圧 延 鋼 板 を 用 い た こ と を
特 徴 と す る 建 設 機 械 用 作 業 腕 。
【 請 求 項 ７ 】
　 建 設 機 械 の フ ロ ン ト 部 分 を 構 成 す る た め 、 複 数 の 板 材 を 互 い に 接 合 す る こ と に よ り 長 手
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方 向 に 延 び 横 断 面 が 四 角 形 状 を な す 角 筒 体 と し て 形 成 さ れ る 建 設 機 械 用 作 業 腕 に お い て 、
　 前 記 角 筒 体 を 形 成 す る 複 数 の 板 材 の う ち 一 部 の 板 材 は 、

圧 延 方 向 の 途 中 段 差 部 こ の 段 差 部 の 前 ， 後 で 板 厚 が 異 な る 段 付 き 圧
延 鋼 板 を 用 い 、 残 余 の 板 材 は 、 圧 延 方 向 に 対 し て 連 続 的 に 板 厚 が 変 化 す る 傾 斜 圧 延 鋼 板 を
用 い た こ と を 特 徴 と す る 建 設 機 械 用 作 業 腕 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 段 付 き 圧 延 鋼 板 は 前 記 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 両 側 に 厚 板 部 を 配 置 す る と 共 に 長 手 方 向
の 中 間 部 位 に 薄 板 部 を 配 置 し 、 前 記 傾 斜 圧 延 鋼 板 は 前 記 角 筒 体 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続 的
に 板 厚 が 変 化 す る 構 成 と し て な る 請 求 項 に 記 載 の 建 設 機 械 用 作 業 腕 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 角 筒 体 は 上 板 、 下 板 、 左 側 板 及 び 右 側 板 に よ り 構 成 し 、 前 記 左 ， 右 の 側 板 に は 左 ，
右 方 向 に 貫 通 す る ボ ス 部 を 設 け 、 該 ボ ス 部 の 近 傍 部 位 に は 前 記 圧 延 鋼 板 の 厚 板 部 を 配 置 す
る 構 成 と し て な る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ に 記 載 の 建 設 機 械 用 作 業 腕
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 請 求 項 １ の 発 明 の 特 徴 は 、 角 筒 体 を 形 成 す る 板 材 の う ち 少 な く と も 一 部 の 板 材
は 、 圧 延 方 向 の 途 中 段 差 部 こ の 段 差
部 の 前 ， 後 で 板 厚 が 異 な る 段 付 き 圧 延 鋼 板 を 用 い た こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 一 側 に 厚 板 部 を 配 置
し の 段 差 部 の 位 置 か ら 他 側 に 向 け て 薄 板 部 を 配 置 し た こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 段 付 き 圧 延 鋼 板 は 、 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 両 側 に 厚 板 部 を 配 置 し 長 手
方 向 の 中 間 部 位 に 薄 板 部 を 配 置 し

た こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 建 設 機 械 の フ ロ ン ト 部 分 を 構 成 す る た め 、 複 数 の 板 材 を 互 い に 接 合
す る こ と に よ り 長 手 方 向 に 延 び 横 断 面 が 四 角 形 状 を な す 角 筒 体 と し て 形 成 さ れ る 建 設 機 械
用 作 業 腕 に お い て 、 角 筒 体 を 形 成 す る 板 材 の う ち 少 な く と も 一 部 の 板 材 は 、

圧 延 方 向 に 連 続 的 に 板 厚 が 変 化 す る 傾 斜 圧 延 鋼 板 を
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向 と し て 当 該 に を 設 け

７

ま た は ８

前 記 角 筒 体 の 長 手 方 向 を 圧 延 方 向 と し て 当 該 に を 設 け

前 記 段 差 部 を 境 と し て 前 記
、 こ

、 前 記 薄 板 部 と 厚 板 部 と の 境 界 部 に そ れ ぞ れ 前 記 段 差 部
を 設 け

前 記 角 筒 体 の
長 手 方 向 を 圧 延 方 向 と し て 当 該 沿 っ て



用 い た こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 建 設 機 械 の フ ロ ン ト 部 分 を 構 成 す る た め 、 複 数 の 板 材 を 互 い に 接 合
す る こ と に よ り 長 手 方 向 に 延 び 横 断 面 が 四 角 形 状 を な す 角 筒 体 と し て 形 成 さ れ る 建 設 機 械
用 作 業 腕 に お い て 、 角 筒 体 を 形 成 す る 複 数 の 板 材 の う ち 一 部 の 板 材 は 、

圧 延 方 向 の 途 中 段 差 部 こ の 段 差 部 の 前 ， 後 で 板 厚 が 異
な る 段 付 き 圧 延 鋼 板 を 用 い 、 残 余 の 板 材 は 、 圧 延 方 向 に 対 し て 連 続 的 に 板 厚 が 変 化 す る 傾
斜 圧 延 鋼 板 を 用 い た こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 段 付 き 圧 延 鋼 板 は 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 両 側 に 厚 板 部 を 配 置 す る と 共
に 長 手 方 向 の 中 間 部 位 に 薄 板 部 を 配 置 し 、 傾 斜 圧 延 鋼 板 は 角 筒 体 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 連 続
的 に 板 厚 が 変 化 す る 構 成 と し た こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 角 筒 体 は 上 板 、 下 板 、 左 側 板 及 び 右 側 板 に よ り 構 成 し 、 左 ， 右 の 側
板 に は 左 ， 右 方 向 に 貫 通 す る ボ ス 部 を 設 け 、 該 ボ ス 部 の 近 傍 部 位 に は 圧 延 鋼 板 の 厚 板 部 を
配 置 す る 構 成 と し た こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 角 筒 体 を 形 成 す る 板 材 と し て 、 圧 延
方 向 の 途 中 段 差 部 こ の 段 差 部 の 前 ， 後 で 板 厚 が 異 な る 段 付 き 圧 延 鋼 板 を 用 い た の
で 、 角 筒 体 の う ち 剛 性 、 疲 労 強 度 等 を 高 め る 必 要 が あ る 部 位 の 板 厚 を 部 分 的 に 大 き く す る
こ と が で き る 。 こ の た め 、 作 業 腕 全 体 の 重 量 増 加 を 抑 え つ つ 該 作 業 腕 の 剛 性 、 疲 労 強 度 等
を 高 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 段 付 き 圧 延 鋼 板 は 、 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 一
側 に 厚 板 部 を 配 置 し 、 段 差 部 の 位 置 か ら 他 側 に 向 け て 薄 板 部 を 配 置 し た の で 、 角 筒 体 の 一
側 の 剛 性 、 疲 労 強 度 等 を 大 き く し た 場 合 で も 、 角 筒 体 の 他 側 の 板 厚 を 小 さ く し た 分 、 作 業
腕 全 体 の 重 量 増 加 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 段 付 き 圧 延 鋼 板 は 、 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 両 側 に 厚 板 部 を 配 置
し 長 手 方 向 の 中 間 部 位 に 薄 板 部 を 配 置 し

た の で 、 角 筒 体 の 長 手 方 向 両 側 に お け る 剛 性 、 疲 労 強 度 等 を 大 き く し た 場 合 で も 、 長
手 方 向 の 中 間 部 位 の 板 厚 を 小 さ く し た 分 、 作 業 腕 全 体 の 重 量 増 加 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 角 筒 体 を 形 成 す る 板 材 と し て 、 圧 延
方 向 に 連 続 的 に 板 厚 が 変 化 す る 傾 斜 圧 延 鋼 板 を 用 い た の で 、 角 筒 体 の う ち 剛 性 、 疲
労 強 度 等 を 高 め る 必 要 が あ る 部 位 の 板 厚 を 部 分 的 に 大 き く す る こ と が で き る 。 こ の た め 、
作 業 腕 全 体 の 重 量 増 加 を 抑 え つ つ 該 作 業 腕 の 剛 性 、 疲 労 強 度 等 を 高 め る こ と が で き る 。 ま
た 、 傾 斜 圧 延 鋼 板 は 、 そ の 長 手 方 向 に お い て 応 力 集 中 等 の 原 因 と な る 急 激 な 板 厚 差 を 生 じ
る こ と が な い の で 、 角 筒 体 の 長 手 方 向 に お い て 部 分 的 な 強 度 の 不 連 続 部 が 形 成 さ れ る の を
抑 え る こ と が で き 、 作 業 腕 全 体 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 の 発 明 に よ れ ば 、 角 筒 体 を 形 成 す る 複 数 の 板 材 の う ち 一 部 の 板 材 に 、

圧 延 方 向 の 途 中 段 差 部 こ の 段 差 部 の 前 ， 後 で 板 厚 が 異 な る 段 付 き
圧 延 鋼 板 を 用 い 、 残 余 の 板 材 に 、 圧 延 方 向 に 対 し て 連 続 的 に 板 厚 が 変 化 す る 傾 斜 圧 延 鋼 板
を 用 い て い る 。 こ れ に よ り 、 角 筒 体 の う ち 剛 性 、 疲 労 強 度 等 を 高 め る 必 要 が あ る 部 位 の 板
厚 を 部 分 的 に 大 き く す る こ と が で き 、 作 業 腕 全 体 の 重 量 増 加 を 抑 え つ つ 該 作 業 腕 の 剛 性 、
疲 労 強 度 等 を 高 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
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段 差 部 を 境 と し て

、 薄 板 部 と 厚 板 部 と の 境 界 部 に そ れ ぞ れ 段 差 部 を
設 け

角 筒 体 の 長 手 方 向 で あ る
沿 っ て

７ 角 筒 体 の
長 手 方 向 で あ る に を 設 け



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 の 発 明 に よ れ ば 、 段 付 き 圧 延 鋼 板 は 角 筒 体 の 長 手 方 向 の 両 側 に 厚 板 部 を 配 置 す
る と 共 に 長 手 方 向 の 中 間 部 位 に 薄 板 部 を 配 置 し 、 傾 斜 圧 延 鋼 板 は 角 筒 体 の 長 手 方 向 に 沿 っ
て 連 続 的 に 板 厚 が 変 化 す る 構 成 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 角 筒 体 の う ち 剛 性 、 疲 労 強 度 等
を 高 め る 必 要 が あ る 部 位 の 板 厚 を 大 き く し 、 そ れ 以 外 の 部 位 の 板 厚 を 小 さ く す る こ と に よ
り 、 作 業 腕 全 体 の 重 量 増 加 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 の 発 明 に よ れ ば 、 角 筒 体 を 構 成 す る 左 ， 右 の 側 板 に は ボ ス 部 を 設 け 、 該 ボ ス 部
の 近 傍 部 位 に は 圧 延 鋼 板 の 厚 板 部 を 配 置 す る 構 成 と し た の で 、 角 筒 体 の う ち 大 き な 負 荷 が
作 用 す る ボ ス 部 の 周 囲 に お け る 剛 性 、 疲 労 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。
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